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土止め先行工法に関するガイドライン

小規模な溝掘削作業

土止め先行工法に係る施工計画の策定

溝崩壊のパターン

表層すべり 滑動又は円弧
すべり

はくり倒壊 落下

建設業では、例年１０月～１２月に災害が多発する傾向にあることか
ら、本年度も当該期間を「建設工事追い込み期労働災害防止運動」と
して展開します。（ 建設安全週間:１０月２５日～１０月３１日 ）
当該運動の実施要綱やリーフレット等は次の二次元コードからダウン
ロードできます。

小規模な溝掘削作業を行う上下水道等工事を行う場合は、
作業箇所等に係る事前調査、土止め計画、作業計画等を作成
することにより、土止め先行工法に係る施工計画を策定し、
関係労働者に周知しましょう。

掘削深さが概ね1.5ｍ以上４ｍ以下で、掘削幅が概ね３ｍ
以下の溝をほぼ鉛直に掘削する作業をいい、掘削方法は機械
掘削又は手堀りのいずれも含む。

（ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝﾘｰﾌﾚｯﾄ）



この情報の詳細については、管轄の労働基準監督署までお問い合わせください。

土止め計画を定める際には、次に留意して作
成しましょう。

事前調査の実施（地質、地下水及び地下埋設物等を確認）

下記の目安を参考にして、事前調査結果に基づき土止め

先行工法を選定

選定した工法に適応した溝掘削の作業方法を決定し、次の

事項を明らかにした作業計画を作成

仮設備計画

土止め計画のポイント

小規模な溝掘削作業における土止め支保工等の一般的な選定の目安

① 使用する機械の種類、能力及び必要台数
② ①の機械の搬入経路、設置場所及び運行経路
③ 機械掘削と同時に手堀りを行う際は、それぞれの作業範囲と作業
方法

④ ①の機械運転中の立入禁止措置等を行う場合の方法
⑤ 溝掘削作業と土止め支保工等の組立て又は解体の作業及び溝内作
業関連

安全に行うために必要な昇降設備、墜落防止設備等の仮設備に
関する計画を作成してください。
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